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娘 rrespondence I.      

 
０ へ、       東京、 ２ ０ ０ ２ 年１ 月１ ３ 日 
 
私たちのよ う な西洋人は、古代ロ ーマ人の子孫で、ブ ルグ ン ド 族、西ゴート 族、

東ゴ ート 族におかさ れた ものの子孫は、 千年近く のキリ ス ト 教文化も結局は火
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に油を注ぐ こ と し かし なかっ た異教の大饗宴の豊かな文化を通し て 、 商人の言

葉、 政治家の言葉、 う そ つき と 詭弁家の言葉を話す。 そ のこ と を忘れてはなら

ない。 ２ ６ 文字は誤謬や過不足ない表現が可能である ア ルフ ァ ベッ ト を形成す

る 。 そ の冷淡な効率の良さ はア ルフ ァ ベ ッ ト が最初商人言葉と し ての性格を持

っ ていたこ と を示し ている 。  
 
初期の文字はシュ メ ール人の楔形文字であっ たが、 そ の後ウ ガ リ ト 市やバビ ロ

ス市で発展し た文字が２ ２ のフ ェ ニ キア ア ルフ ァ ベ ッ ト を形成し 、 そ れを も と

に ラ テ ン文字そ し て ヨ ーロ ッ パ文字が生ま れた 。 そ の唯一の目的は地中海での

貿易だ っ た 。 精緻な言語はま るで数字を並べる よ う に書く が（ フ ラ ン ス語でメ

ッ セージを 解読する こ と を 「 数字を ばら ばら にする 」 と 言う ではないか） 、 豊

かな詩作も可能にする文法を も備えている 。 「 オ ー 」 の音を フ ラ ン ス語では３

通り 書く こ と ができ る  「 o」 「 au」 「 eau」 （ と こ ろ でフ ラ ン ス語の  「 eau」  

と い う 言葉はなんと 美し いこ と か。 こ の３ つの文字をばら ばら にし た ら そ れぞ

れの発音は３ つ合わせた時と はま っ た く 異なる が、 ３ つ を合わせる と なんと も

言えないニ ュ ア ン スが生まれ、 そ れは「 水」 と い う 言葉と なり 、 そ の言葉のも

つ微妙なニ ュ ア ン ス を伝える よ う になる 。 ）  
 
日本語では「 オ ー」 と 発音する文字は３ ７ 文字もあり 、 そ れでも日本語と し て

は少ないほう だ 。 ２ ６ 文字の言語は日本語で書く こ と のでき る ど のよ う な言葉

も難なく 書く こ と ができ る 。 ア ルフ ァ ベッ ト を使う 国では８ 歳の子供でも正し

い音で文章を読むこ と ができ るが、 日本語の場合、 ひら がなと カ タ カ ナで７ １

文字、 加えて漢字が何千と あり 、 日本人はそれら を使っ ても僕の名前を正し く

発音する こ と ができ ない。 ラ テ ン語、 商人の言葉、 商人詩人のこ と ば、 詭弁家

商人のこ と ば。 少なく と も そ こ で違いがあるのは、 西洋人は断言を し 、 日本人

ははっ き り 物事を言う こ と ができ ない。理由がなく ても売り 込みのでき る商人と

理由はわからないがノーと言えない顧客の意志疎通の無い出会い。  
 
エリ ッ ク より  
 
 

娘 rrespondence II.     

 
美しい人、       Tokyo, January 23, 2002 
 



そ ぞろ歩いた。 君のこ と を考えながら 。 哀愁 が茶色の短く 刈ら れた芝生に広が

る 。 茶色の、 金色の、 たばこ 色のざ ら ざ ら し た芝生は動物の皮のよ う 、 母なる

大地の乾いた頭皮。 ぼんやり と 眺める と 真っ 青な空。 あち ら には色には目も く

れぬ雲がも く も く と 立ち上がる 。 ま る で海の化け物を威嚇する ため入れ墨を し

ていた と い う 和の国の潜水夫のよ う に 。 風に震え 、 雨を溜め 、 積雲が立ち上が

る 。  
 
マ ルコ ・ ポーロ は著書（ 東方見聞録） の中で日本を 「 ジパン グ 」 と 呼んでいた

のを知っ て いる かい？こ の本を ク リ ス ト フ ・ コ ロ ン ブ ス も カ ラ ベル船に乗せて

持参し たそ う だ 。 金と 宝物のあふれる国ジパン グ に マ ルコ ・ ポーロ自身は脚を

踏み入れたこ と がなかっ たら し い。  
 
し かし こ の名はま るで、 ラ ン ボーの筆で描かれるザン ジバールのよ う な響き を

持つ。 そ の語り 口が似ているから だろ う 。 ア ルチ ュ ールは書いている ： 僕はザ

ン ジバールにも他のど こ にも行く こ と はないだろ う （ １ ８ ８ ７ 年１１月５日の手

紙  
 
少し前に僕は箱根に行っ た 。富士山のふも と の湖畔だ。４ 年前、こ の湖と 山と 、

緋色の弧線の写真を見たのを思い出し た 。 こ れを見て僕は日本、 ジパン グに来

よ う と 思っ たんだ。 突然浮かんだ考えはずっ と 僕につき ま と っ た 。 そ のこ と を

少し 忘れていた。 富士山のふも と を歩く こ と になっ て 、 僕はそ の写真のこ と を

思い出し た 。 僕はそ の写真の中を歩いた。 思いがけず、 達成感を感じる。美術館

の入場券に載ったその写真を君に見せよう。 

 
相対（ あいたい）   
 
エリ ッ ク より  
 
 
 
*Ancient Chinese name given to Japan (2000 years ago)   
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モーリ スへ、      京都、 ２ ０ ０ １ 年８ 月１ ２ 日 
 
暑い。 普通は体の外の方が体の内側より 涼しいはずだ、 特に湿度は低いはずだ。 でも 、 日

本の夏のこの時期は違う 。尿のよう な、暑い、湿った空気が体を太陽光のごと く 包み込み、

肌をなめるが感覚は無い。 体の境がどこ かわからない。 夏は僕の肌の上に、 中に、 下にあ

る。それゆえ僕の肌は「 肌である 」 意味を少し失う 。それについては言う こ と はそれだけ。   
 
日本の女性は、 高く て細いかかと のハイ ヒ ールで身を高く する 。 小さ いこ と へのコ ン プ レ

ッ ク スがその理由ら し い。 でも別の理由もあるよ う だ 。 細い靴は脚を守っ て く れず、 ひっ

き り なし にぶつかる。 だから彼女達のほと んどは足、 ふ く ら はぎ 、 脚の下部から腿のつけ

ね、 ひざの上ま で、 傷つき 、 青あざがある 。 彼女達の脚は丈夫で強い。 「 つま先立ち のよ

う にし て 」 いつも歩いているから 。 常にこ すれる部分には魚の目ができる 。 脚は西洋美が

求める制約の形を取り 、 歪み、 はれる。 そ れが女の足だ。 僕にはある考えがう ずく よ う に

徐々に浮かんでく る 。 高いハイ ヒ ール、 そ のほと んど がか細く 、 ア キレス腱の下にぶら 下

がっ ている ヒ ールは、 日本女性の「 現状」 を 表し ている よ う に思える 。 と がっ た先に身を

置き 、 身を高め、 彼女達は自分には無い脚を まる で作り 上げなければなら ないと 思っ てい

る かのよ う だ 。 彼女達の土台は今にも折れそ う な棒、 常に転びそ う だ 。  

 
こ の「 今にも転びそう な風情」 こ そが、 男性の興奮を呼び起こす、 少なく と も呼び起こす

はずのこの種の靴のねらいなのだろう 。 拷問のよう なもの、 強制されたアンバランスは同

情を、 そして哀れみをさ えさそう 。 びっこにされ、 かよわく さ れた、 そのよ う なものを身

につける女性や、 時には男性は、 邪悪な影のも と 開始される狩の獲物だ。 誰もが知るよ う

に、 美し く かよわい不具者をみると 、 しおれさせ、 中傷し、 壊したく なる。 そして美し く

かよわい不具と いう 定義の中に、 性の生々しさ が、 存在の根拠や自らの姿を見いだす事も

我々は知っている 。 地面と の接触が益々希薄になり 、 逃げよう と しているのか、 それと も

逃げ道を閉ざそう と しているのか、 この地震の多い国で一センチ角の土台の上の高みにと

どまる日本の女性は、 悲惨だ。 そして戦後日本、 戦後から抜けきれない日本に呼応した暗

喩に富んだヴィ ジョ ンを与えてく れる。   
友情を込めて、   
 
エリ ッ ク ・ ヴァ ン・ ホーヴ  
 
 
 

娘 rrespondence IV.     



 
ド ミ ニクへ、      東京、 ２ ０ ０ ２ 年６ 月１ ０ 日 
 
日本人達は眠っている。  
 
歩道の角、 大衆が押し戻さ れる場所、 時には移動の神経質な流れが人々の脚を止め、 シ ョ

ッ ク 状態のよ う に 、 数分間の平安を得て人々は穏やかになり 、 バスや電車の中で、日本人は

眠る。  

 
彼ら はただ休んでいるのではないよ う に僕には思える 。頭は重みで垂れ下がり 、頬は重い。

退屈な現代性に幻滅し た ヒ ーロ ーが、 添え木と なっ た物体によ り かかる 。 眠り の方が突然

彼ら を襲い、 彼ら を宙づり にする 。 結局は受け入れら れる こ と になる矛盾のう ねり に揺ら

れ、 定期的に幻滅がおこ すロ ーリ ン グに揺ら れ、 自分の親密な空間が常に多く の他人のそ

れと 擦れ合い、 彼ら は眠る、気遣いですり切れた魂、疲れた表情の平安。     

 
歌舞伎の大御所中村富十郎も言っ た事だろ う 。 「 疲れや努力をご ま かし てはなら ない。 役

者の芸と は天の創造物の羽衣と 同じ で、 目に見える繕いがあっ てはなら ない。 」 と 。 現代

日本社会の繕いは目に見える 。 そ し て創造物達が持つ唯一の天上のものと は、 彼ら 人間の

条件と し て与えら れた永遠の悲劇のみだ。 そ の悲劇は日常と し てあり 、 水たま り の美と同じ

ように目にはつかない。 

 
も ののあわれ」 と 日本でいう も のと 同じ響き をも つも のに、 ク リ ス テ ィ ーヌ ・ ビ ュ チ ・ グ

ルッ ク ス マン がそ の著書「 日本の時間の美し さ 」 の中で「 新イ カ ロ ス主義」 と 言う と こ ろ

の、 寝る時間がある。  

 
メ ルロ ・ ポン テ ィ は確かよれた襟にエ ロ テ ィ ズムを感じ る と 言っ ていたと 思う が、 そ れと

同様 に、天照大神の現代の臣下の隈のある顔やシワの寄っ た額、疲れ切っ た肩に内在する不

動のものを僕は見ることができる。 

  
友情を込めてエリ ッ ク 、   
 
 
   
   

娘 rrespondence V.     



 
東京、 ２ ０ ０ １ 年６ 月２ ６ 日 

 
と り と めも なく したためます。 君は「 日本が気に入 ら ない」 と 言ったね。 僕は益々好きに

なってきたよ。  
 
夜、 街の明かり はと ても特殊で、 こ こ で使われる資材はど こ までも平凡だけれど 、 光を奇

妙に、 優し く 、 ぼんやり と 反射し 、 ほと んど信じられないほどだ。 

通り の幅はまるで彫刻を「 成している」 かのよう だ。   
どこか均整が取れている。   
何に釣り 合いが取れているのかそ れははっ き り 分から ない。君も知っているけど、 こ こは地

震が多い。    
 
都市づ く り にも そ れは影響し ている。家と家の間はひっついておらず、すき間を隔てて隣り合っ

ている。 

用心のためなのだろ う 。 一軒倒れても隣が倒れないよ う に 。 それに家々が離れていれば、

揺れても大丈夫だ。  

そ れら が美し い場所を作り 上げる 。 家と 家の間の割れ目、  

すき間、空いた傷、広げた脚のような家々。  
そ れら の空間はま るで彫刻のよ う だ 。   
 

人が通るには狭すぎるすき間。 忘れるには広すぎ 、 見捨てる には便利すぎる 。  

多分他の国でも そ う なのだろ う が、 アジア のこ の国では雑草は大切にさ れている 。 
 

そ の雑草が人が入れない所にど んど ん伸びる 。 最も驚く のは、 そ し てき っ と 理 

にかなっ ている こ と なのだろ う が（ 多分双方と も同じ こ と だろ う ） 、 日本の家に言える こ

と が日本人にも当てはま る よ う に僕には思える 。 彼ら の間に空間があり 、空間は揺れを思い

起こさせる。  

 
友情をこめて  
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親愛なる モーリ スへ  東京、 ２ ０ ０ １ 年１ ２ 月 ８日 

 
葉書に書かれた君の文字をみて喜んでいます。   
 
友人よ 、 師よ 、 日本女性のそれは西洋の女性のよ う に膨ら んだカ ーブ や自由奔放な丸みの

大食漢のよ う な攻撃性は持っ ていない。 見逃すこ と のでき ない山よ り も 、 何かを探索する

畑のよ う だ。  

そ れは平ら で、 目でそ の存在を確かめる のがやっ と 、 手でそ の不足を探る のがやっ と 。 し

かし肌の張り は慎みやかに到達の企てに対し て開かれ、 こ のわずかな存在が豊満以上のも

のと なる 。 ち ょ っ と し た勾配、 わずかな厚み、 ほと んど見つからないものほどやっきになって

探すもの。 

日本の乳房のほのかな気配を感じる。 

 
目は、 まだ僕はどっぷり はまり こんでいて、 君に話すこ と はできない。   
 
話をする こ と によ っ て 、かえ っ て始めに受けた衝撃から 離れてし ま う 。むし ろ美文や演説に

たよることなく、肉体の単純な生々しさ感じる方が良い。沈黙は金。  

 
「 ブ ド ウ を吸いたまえ、しかしお願いだから、その話はしないでくれ」 

 
自分が話を し ているのを聞いて突然感じ る あの困惑を 君も僕と 同じ く ら い知っ ている だ ろ

う 。 真実にむかっ て静かな小道を 歩んでいたそ の時に 、 突然真実から あれほど遠く なる こ

と を 。 幸いなこ と に 、 日本の書き言葉は、 理屈を こ ねた り 、 長々と 説明を する た ぐ いのも

のではない。 書かれた文章の意味は見れば一目瞭然だ。  
 
と こ ろ で、 書く と絵を描くとは同じことば、「かきます」。同じニュアンス。 

 
心から 、  
 
エリ ッ ク  
 
 
 

娘 rrespondence VII.     



 
オリ ビエ、      京都、 ２ ０ ０ １ 年８ 月１ ４ 日 
 
今日は京都の西にある大山と いう 標高約１ ７ ３ ０ ｍの山に上っ た 。 地理学的には若い山で、

山腹は若い女性のそれのよ う に切り 立っ ており 、 上る と 疲労し 、 息が切れる 。  

 
大山はも と も と 古来から の多く の神社が連なっ ている と こ ろ で、 神社の周辺には古い石や

文字がすり き れて読み取れない墓石がみら れ、 巨大な百年以上の木々の根元には苔がむし

ている。 

あち ら こ ち ら で、 全てを濡ら す水の音がし 、 水浸し の光景と なる 。 過去が  

よ みがえり （ そ れと も僕が行っ たのか） そ の深底から 時間が吐き出し たよ う な「 美し い」

石を じ っ と ながめている と 、僕は石に内在する時空を越えた「 存在の静寂に」 捕ら われる 。

いつま で続く と も わから ない濡れた山道を歩いた末、 越上山（おがみやま）寺へ着く。 

こ の寺はまるでと ら え所のないもの、 ク ールベの言う 「 世界の起源」 、 ある いはニ ュ ーマ

ン の言う 「 ジッ プ 」 の上に開かれた脚のよ う に現れ、灰色の木材でできている。指で撫で、触

り 、 叩いたり し たのだろ う 、 木のえ ぐ れている部分から 木材は指でこ すら れてつる つる に

なっ たこ と が分かる。  

 
「 私は草の上に横になっ た 。 平ら な石の上に頭を のせ、 天の川を振り 仰いだ。 星の精液と

天の尿が星座の天空を横切るよ う に う がっ た不思議な穴。 こ の天頂に空いた亀裂は無限の

広がり の中でき ら め く よ う になっ たア ン モ ニ ア蒸気がど う も形成し ている ら し い。 静ま り

返っ たなかに響き渡る雄鶏のさ けびのよ う にア ン モ ニ ア蒸気は虚ろな空間の中で引き裂き

あう 。 卵、 え ぐ ら れた目あるいは石に張り 付いた輝く 私の頭がい骨は、 相似形の映像を無

限に送り 返し続けた。 吐き気がする 」 眼球譚 ｐ．１３６ ジョルジュ・バタイユ  

 

そ れら すべてのジャ ン グルは純粋すぎてそ のため堕落し ているが、 そ の奥には巨大な丸い

鐘がある 、冷たい水で手を洗っ た後、横に着いている棒で鐘を突く と 空洞の音が響き渡る 。

叫びを あげたいと思っている神の神秘的なクリトリスのようだ。  

僕はあっけにと られていた。   
友情をこめてエリ ッ ク   
 

 

娘 rrespondence VIII.     

 
 



モーリ スへ、             東京、 ２ ０ ０ ２ 年６ 月２ ５  
 
日「 義務感」 は日本人意識の非公式な崇拝の対象である こ と は確かで、 常に容赦なく、静か

にそれが感じられる。 
 

命令と し ての辛辣な明確さ を決し て持たず、 我々が従う と こ ろの率直な必要不可欠な命令

から は遠く 離れ、 むし ろ個人的な直感によってせざるを得ないと感じるのだ。  

師や第三者が罵倒するわけでもなく 、 「 義務感」 は日本人達の意志の狭間に、 社会から 生

え出る にまかせたものであり 、 それに日本人達は制約される。  

 

「 社会が文明によ っ て獲得し たも のは個人の自由を大幅に制限し てえら れた 」 と シュ テ フ

ァ ン ・ ツ ヴ ァ イ ク は語っ ている 。 日本がそれだ。全く文明化され、自らの島に原住民にだけで

閉じこもっている。  

 

ラ テ ン そ し て ヨ ーロ ッ パの思考の基本が、 サド 、 ディ ド ロ 、 シュ テ フ ァ ン ・ ツ ヴ ァ イ ク に

いたる ま で、 ほと んど 「 ノ ー」 と 言わなければなら ない所にあるのに対し て （ 私たち に と

っ てはそ れによ っ て自由と いう 言葉がもつべき響きを持っ て く る ） 、 日本の思考の基本は

「はいという義務」であるかのようだ。 

 

要する に、 カ フ カ の作品中のＫ．が日本人であったなら、自分の罪を認めたことだろう。 

こ のよ う に、 こ の二つの文化の意図の相違から は、 避けら れない、 尽きる こ と のない無理

解が生まれる 。 そ れが相互を引き つける理由でもある 。 「 ノ ー」 と 言う こ と で、 個人は協

力的な道具には決し てなら ないこ と を主張し ているのだ と 僕は思う （ 社会は元来個人を協

力的道具にし たいと の希望を持っ ている ） 。 １ ９ ４ ３ 年に歯を仕分けし ていた父親達のよ

う に 、 産業革命以降、 連続し ておぞま し いこ と が起こ っ てき たから だ 。     

 

日本人は屈折し た自尊心を 隠 し も せず、 自分は「 我慢する 」 と いう 。 こ れは「 自分で引受

ける 」 と いう よ う な意味だ。 だから と いっ て 、 ど こ ま で自分以下でいるこ と 受け入れるの

か。 自分でないこ と を 、 はっ き り 言っ て非人間的になる こ と を 、 そ こ に救いがある と する

彼ら を見てど う し て唖然と し ないでいら れる だろ う か。 少なく と も そ れについては、 大和

の熱狂的信奉者の超自我こ そ 「現代」社会が産んだ最も恐ろしい亡霊だといえるだろう。  

 

心から 友情を こ めて 。 

 
エリ ッ ク   
  



 

* Lacan`s psychoanalytical term.  

 

 
 

娘 rrespondence IX.     

 
 
親愛なる０ へ、       東京、 ２ ０ ０ ２ 年２ 月３ 日 
 
日本人が一人称で話をする と 、 断定文を 「 が」 や「 けれど も 」 ある いは「 けど 」 のよ う な

前置詞で終える 。 それをフランス語に訳すと  「 mais」 と訳せる。 

「 mai s」 こ れはなんと 美し い態度だろう。  

 

そ し て日本の文化全体を予見さ せる よ う な態度だ。 ア ジア のはるか端の島 

の言葉。 つつま し さ から 何事をも断定せず、 こ の何気ない言葉を文章の最後につ  
けることによって全てを取り下げる。  
 
と はいえ、 西洋人である僕はこ の「 けれど も」のあとに続く文章を待ってしまう。 

けれども 、 なに？ 
けれども何もない。  
ただ、宙に浮いているだけ。  

 
今言われたばかり のこ と に意味が怒濤のよ う に押し寄せ、相 手に到達した時には宙づりの沈

黙となる。  

突然、 相手に到達し き ら ないま ま 、 自分を守る 、 日本人の孤立、 気づかいの孤独。  
 
自我なく し て話をする 、 そ れは一方的に述べること？  

 
サ ミ ュ エ ル ・ ベケ ッ ト のこ と が頭に浮かんでし ま う 。 ベケ ッ ト は「 名付け得ぬもの」 の中

で、 「 そ う 、 私の人生、 そ う 呼ばざ るを得ないもの、の中で、３つの事があった：黙ることがで

きない。し ゃ べるこ と ができ ない。 そ し て孤独、 も ちろ ん肉体的な孤独。 そ れら の中でぼく

は何と かし てき た 。」と語っている。  



 
誰も そ こ にいない会話。 周り を ぐ る ぐ る回る対話、 周辺だけをなぞる交流。  

ラ テ ン系の人間、 西洋から 来た人は（ こ こ では「 洋」 と 表さ れる 。 「 海」 を意味する漢字

だ＊） 生来ア ゴ ラ の市民であるのに対し て 、 日本人は目上の人の前で腰が低く、西洋人が正

当化するこの自発性をうまくすり抜ける。  

 
 
フランス語は外交的な言語だと良く 言われる。 礼儀作法の心得のあるフランス語を  
話す人は何らかの攻撃的態度に応える方法と して、 極端に丁寧な表現を使う こ と  
がある。（ その丁寧さが攻撃を隠し 、 極端であること で、 攻撃しているこ と を誇 
示する）。  
 
日本語は天子の言葉。 丁寧と いう よ り も も っ と 儀式張っ たも の。 話し  

ている内容と はほど遠く 、 聞いている内容を おし 隠 す。 ま る で紫式部が屏風の後ろで、兄弟

が受けている教えを漏れ聞いているようだ。 

 
心から 、   

 
 
 

 
＊多分、 オ ラ ン ダ船と の最初の出会いの場所だ っ たのだろ う 。 海は人気のない場所だが、 風がひっ き り な

し に吹き渡り 、 恐ろ し いほど に動き がある場所でもある。 こ れ以上に「 別の人」（別の言語を話す人）をうまく

表現する言葉があるだろうか？ 

 

娘 rrespondence X.    

 
今日はピエール、     東京、 ２ ０ ０ １ 年９ 月１ ７ 日 
 
音達は不器用に僕の鼓膜をたたいては、 外に徘徊しに行ってしまっていた。 まるで空の瓶

から遠ざかってゆく 酔っ払いのよう に。 それらの音が少しずつ言葉に変わってきた。   
日本語は僕の所まで、 長い道のり をやって来た。 今までは推測するにすぎなかった文章の

意味内容が脈々と 、 まだ中身の空っぽだった記号に過ぎなかったものから流れ出した。   
 



しかし推し測るこ と ほど美しいものはない。 学ぶこ と は、 と どのつまり おぞましい。 今ま

では推し測るに過ぎなかったこ と を征服する、 それは花の薫り を思い描く こ と もせず、 い

きなり 花の匂いを「 かいで」 しまう こ と に等しい。 それはと り もなおさず、 薫り を手に入

れるには犯さずにはできないと いう こ と 。  
 
ただ、 思い描く ためには最低限の知識は必要ではないか。 かと いって「 知り 」 過ぎていて

は推し測るこ と はできない。 薫り にう っと り せずに、 薫り を思い描く だけではしかしそれ

が一瞬のこと であるにしても、 犯罪ではないか？ 
 
そして犯すこ と は、 美を新たに汚す可能性を枯ら してしまう こ と ではないか？そして経験、

生きてきた事のつぶやき、 芸術のあらゆる表象と真実の本質については何がいえるだろう

か？  
 
だからこそ、 花であれ、 言語であれ、 推測の域にまで押し進み、 思い描く  
こ と の軽妙さ を大いに楽しみ、 絶望しながらも その大義を手に入 れ、 それを窒息させなけ

ればならないのかもしれない。   
 
芸術が言えるこ と 。 言わなければならないこ と 。 どう やって、 こんなにわずかな静寂の中

で生きていけるだろう 。  
 
返事待っています。   
 

エリ ッ ク  


